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討　　　論

諺を科学する
─「転石苔を生ぜず」の真実─

佐々木　信　行1）

（平成 27 年 9 月 18 日受付，平成 27 年 9 月 25 日受理）

Scientific Interpretations of Proverbs
─Real Meanings of “A Rolling Stone Gathers No Moss”─

Nobuyuki Sasaki1）

1．　は じ め に

　筆者は従来より故事や諺の由来や普遍妥当性について興味，関心があり，それらの内容を自然科
学的観点からも考察（谷山ら，1995）し，実際に諺にでてくるような傾向が成り立つものかどうか
を吟味している（佐々木，2001，2015a, 2015b）．
　「転石苔を生ぜず（A rolling stone gathers no moss.）」は英国の諺で，「職業や住所を転々と変え
る人は，身分や収入が安定せず，財産を蓄えることができない」，という意味であるが，米国など
では一般的にこれとは違ったボジティブな意味に解釈されている（宮腰，1983；外山，2007）．す
なわち，「常に行動している人は，つまらないことに惑わされず，成功する可能性が高い」という
ことで，結果的には金銭的にも恵まれる，という意味になる．日本においても従来よりこの米国流
の解釈で使われる場合が多い．
　本稿ではこのように同じ諺でも地域により全く意味が異なる例として，この「転石苔を生ぜず」
についての使われ方を明らかにするとともに，なぜこのような事態になったのか，そして，実際に
この諺の科学的妥当性について，温泉の場合も含めて考察してみたい．

2．　「転石苔を生ぜず」の意味と変遷

2‒1．　英米で異なる二つの解釈
　「転石苔を生ぜず」は，もともとはギリシア語・ラテン語に由来する古い諺で，英語版の「A 

1)香川大学教育学部　〒760-8522　高松市幸町 1-1．1）Faculty of Education, Kagawa University, 1-1, Saiwai-
cho, Takamatsu Kagawa Prefecture 760-8522, Japan.  E-mail sasa-yuki@ed.kagawa-u.ac.jp, TEL 087-
832-1459, FAX 087-832-1459.



115

第 65 巻（2015） 諺を科学する

rolling stone gathers no moss.」が明治期にわが国に入り，和訳されたものとされている（藤井，
1978；尾上，1993）．しかし，わが国に最初に伝わったのは米国版であり，「いつも積極的に行動し
ている者は，沈滞することがなくなく清新でいられるというたとえ」（時田，2000）とされており，

「転がる石には苔が生えぬ」と訳される場合もある（宮腰，1983；尾上，1993）．
　しかし，米国に渡る前の元々の英国版での解釈は「頻繁に転職や転居をする者は金も溜まらない
し，何事も成就できないというたとえ」（時田，2000）とされている．米国版と英国版で全く意味
が異なっているのである（外山，2007）．
　その後，わが国においても英国流の解釈がなされる場合も出てくるようになり，辞書においても
二つの意味が併記されるようになる．その理由の一つに，わが国の国家「君が代」の中にも苔の語
が入っており，苔は岩石や樹皮などについて生育する植物で，本来日本人にとってはなじみのある
ものであるが，その苔がアメリカ式の沈滞やつまらないことの象徴として使われるのはまずい，と
いうこともあるのかもしれない．そして，ここは英国式のように苔を価値のあるものや伝統の象徴
のようなものととらえ，格式ある植物として扱おう，言いかえれば，苔をコケ（虚仮？）にしない
ようにすべきである，という力が働いたのではないか，とも考えられる．
　その他の英国や米国以外の英語圏の国々，たとえばカナダやオーストラリア，ニュージーランド
などではどうであるかについては，残念ながら手元にあまりデータがなく，これらの国々で，この
諺がどのように使われ，解釈されているかについては詳細は明らかではなく，現在調査中である．

2‒2．　転石と苔の意味
　そもそも転石とは何であろうか．また，苔とは何であろうか．まず，転石の方は転がる石という
ことで，通常は川などの中を転がる石が連想され，一か所に固定した石に比べ，絶えず動き回り位
置を変える石を表す，と考えられる．古来中国においては，転石は人間の心変わりを意味し，あま
り良い意味ではないとされる．英国などでも絶えず動き回ることをあまりいい意味にはとらえてい
ない．それに対し，動き回ることを物事に対し固定した見方にとらわれず，さまざまに違った観点
から能動的に見ていくという，良い意味に解釈することもできる．移民や転居の多い米国流の解釈
はこちらである．
　一方，苔とは何か，というと，苔とは生物学的には苔植物，あるいは蘚苔類と呼ばれる陸上植物
の 1 グループである（樋口，2012）．苔は胞子で増える植物であり，葉緑体をもっているので光合
成を行う（独立栄養）こともできるが，体が小さく，シダ植物のような維管束（茎）はない．緑色
で体が小さいという点では池や川に生息している藻類に似ているが，陸上で生え，体のつくりがよ
り複雑で，葉のような葉状体をもっている点などは藻類とは異なっている．
　これらを合わせて考えると，陸上で生息する苔がそもそも水の中の転がる石に付くというのは考
えにくいことであり，転がっても転がらなくても苔は付かないと考えるのが自然である．こう考え
ると，この諺でいう苔はいわゆる苔植物ではなく，広義の苔のような微生物，たとえば緑藻や珪藻，
藍藻などの藻類，あるいは沈殿のような無生物（無機物）をさしているのではないか，と考えざる
をえなくなる．

2‒3．　解釈の分かれ目
　「転石苔を生ぜず」の意味（解釈）が正反対に分かれる理由として考えられるのが，「苔」に対す
る見方の違いであろう．苔を広義の苔のような微生物，あるいは沈殿のような無生物（無機物）を
さしていると考えるにしても，この「苔」をどう評価するかがこの諺をどう解釈するかのカギとな
る．苔を害があり不要なものと考えれば，ない方がいいということになるが，苔を長い時間をかけ
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て生育する価値あるものと解釈すれば，貴重な財産を象徴するもの，ともなりえる．
　温泉に生育する，いわゆる「苔」としては，藍藻（ラン藻，シアノバクテリア）のような温泉藻
と呼ばれるものから，菌類（カビ類），湯の華（温泉華）や温泉スケールのような温泉沈殿物，あ
るいは好熱菌のような細菌類まで，さまざまなものを考えることができるだろう．これを有用なも
のとみるか，不要なものとみるかによって，当然ながら，諺の意味が異なってくることになる．
　ここで，この諺とよく似た故事・諺を見てみよう．諺に「流れる水は腐らず」というのがある．
これは「常に活動し新陳代謝をしているものは，腐敗したり停滞したりしないということ」（時田，
2000）であり，こちらは「流水腐らず」として，古くは中国の『呂氏春秋』にすでに出ている歴史
のある諺で，特に異なる複数の解釈があるというわけではない．我が国の江戸時代前期の仮名草子

『為人鈔』にもその使用が見受けられ，当時から同じ意味である．あるいは，この諺が明治期に入っ
てきた上述の「転石苔を生ぜず」の諺に対し，その解釈に何らかの影響を与えたという可能性も考
えられる．
　英国のような伝統を重んじる国においては，苔を時間の経過とともについてくる伝統や風格のよ
うな価値あるものと解釈されやすいのに対し，米国のような新しい土地に移住した移民者の多い国
においては，苔は古いしきたりや悪しき慣行のようなものとして意識され，停滞した水と同じよう
に，不要なものとして連想されやすかったのではないだろうか．

3．　自然科学的に見た「転石苔を生ぜず」

3‒1．　動くことで何が変わるのか
　ここで，これらの諺の内容を自然科学的な事象として見たときに，どのような状況を想定してい
るのか，また想定されうるのか，あらためて具体的にその状況を考えながら検討してみたい．

転石苔を生ぜず
　これは川などを石が転がっている状況を想定し，これを石がある場所に固定されている状況に比
べると，転がっている状況は，固定されている状況に比べて，水や他の石と盛んに接触して石の表
面に藻類などが生じにくい，ということを述べたものであると思われる．これは経験的にも納得で
きるものであろう．わかりやすい例をあげれば，固定されている石でも水が絶えずしぶきをあげて
ぶつかり接触している部分と，水に穏やかに浸かっている部分を比較すると，前者は苔（藻）が生
えないのに対して，後者は生えているのを見ることができる．これはまさに動いている水に絶えず
接触している部分には，水中に静止している部分よりも苔（藻）が生じにくい，ということを示す
実例であろう．

流れる水は腐らず
　これは淀んだ水は微生物などの発生で濁って臭いを放つようなことがあるが，流れる水は絶えず
新しい水が入って入れ替わり，微生物などの発生もなく濁って腐ったりすることはない，という意
味であろう．これも経験的に理解できるものである．温泉で循環ろ過された浴槽などに出現するレ
ジオネラ属菌などにしても，温泉の浴槽の湯の流れが少ない部分や停滞した部分にぬめりとともに
発生しやすい（加藤，2004），というのもこのような事情を示すものではないだろうか．

　このように，水中の微生物は，淀んだ動きのない水の中や水中の固定した石の表面の方が生育し
やすく，流動する水の中や流動する石の表面には生育しにくい，ということがいえそうである．
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3‒2．　流動と化学的沈殿反応
　生物の生育に関しては，前節で述べたような，水の流動は水中や石表面上の生物の生育を妨げる
働きがあるように思われる．また，実際にそうなっていることを観察することができるが，これが，
化学的な沈殿のような場合はどうなのであろうか．この場合は，生物の場合とは違った状況がでて
くる．
　化学実験で物質の沈殿反応や溶解反応を考える場合（佐々木・綿抜，1995），水溶液の流動（佐藤，
2002）がどのような役割を果たすかを考えてみよう．溶液の反応において溶液を流動させることを
撹拌（stirring）というが，この撹拌によって化学反応がどのような影響を受けるかということで
ある．
　化学反応というのは，もともと系が平衡状態にない不安定な状態から安定な平衡状態に移動しよ
うとして起こるものである（柿本，2002）が，撹拌するということはこの平衡状態への移行を促進
させるものである．沈殿反応ならば沈殿の生成速度を速めることであり，溶解反応ならば溶質（沈
殿）の溶解速度を速める作用をもたらすのである．
　したがって，沈殿反応は撹拌することによって反応速度が速くなり，単位時間当たりの沈殿生成
量は多くなる．これは見方を変えれば，撹拌することによって，見かけ上，溶解度が小さくなると
考えることもできる（阿岸，2012）．
　このことは実験容器のように閉じた系においてもいえるが，川の流れのような開いた系において
も同じことがいえる．すなわち，ある溶質について過飽和な溶液が流れている場合，流速が速いほ
ど，沈殿は生じやすくなるというわけで，これは「転石苔を生ぜず」とは逆で，転がる石は静止し
ている石より多くの沈殿が付着しやすくなるということになる．すなわち，化学的沈殿の場合には

「転石苔を生ぜず」は成り立たず，「転石苔を生ず」ということになる．

3‒3．　沈殿生成も含めた「転石苔を生ず」の意味
　このような状況をふまえ，沈殿を苔とみなして「転石苔を生ず」の意味を解釈してみよう．まず，
沈殿を英国流に価値あるものと考える場合である．これは温泉で生成する湯の華（温泉華）のよう
なものを想定してみればいいであろう．わが国では温泉沈殿物には天然記念物指定を受けているよ
うな貴重なものが多いからである．このように，沈殿物をお金のように価値あるものと考えると，

「動くほど沈殿が溜まりやすくなる」というのは，「動くほどお金は溜まりやすくなる」ということ
である．これは結果的に米国的な意味合いの強い諺になっている．
　次に，沈殿を米国流に価値のないものと考えてみよう．これは温泉でいえば同じ沈殿でも温泉ス
ケールのようなものを想定してみればいいであろう．この場合は，「転石苔を生ず」は「動くほど
つまらないものが付着する」，言い換えれば「動かないほどつまらないものが付かない（つまらな
いものに惑わされない）」ということになり，結果的に「動くほどお金は溜まりにくい」，というこ
とになる．これはもともとの英国的なニュアンスに近い諺といえるであろう．
　以上の関係を整理して，表に示すと表 1，表 2 のようになる．

4．　ま　と　め

　諺の「転石苔を生ぜず」の意味について考察した．この諺は英国，米国でその意味内容が異なり，
わが国においても二つの異なる解釈が共存している．この諺に出てくる苔については，陸生の苔植
物を考えるのは適当ではなく，苔としては藻類や細菌類も含む広義の苔という意味で考えるべきで
あるように思われる．そして，温泉水中では，ビオファンゴや医薬品などに使われる有益な藻類や
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菌類を想定する場合は，英国流の解釈が可能であり，レジオネラ属菌のような有害な細菌類を想定
する場合は米国流の解釈が妥当であると考えられる．
　また，広義の苔として，生物としての苔ではなく，温泉沈殿物のようなものを考えた場合は，石
や水の流動は沈殿速度の増加をもたらし，「転石苔を生ぜず」ではなく，「転石苔を生ず」のような傾
向が成り立つ．この場合，苔としては温泉沈殿物としての温泉華（湯の華）や温泉スケールのよう
なものが考えられるが，温泉華のような有用な沈殿物の場合は英国流の解釈が可能であり，スケー
ルのような不用な沈殿物の場合は米国流の解釈が可能であると考えられる．この場合，英国流の解
釈は，結果的には米国的な意味合いになり，米国流の解釈は，結果的に英国的な意味合いになる．
　今後の課題としては，英国や米国以外の英語圏の国々，たとえばカナダやオーストラリア，ニュー
ジーランドなどの国々でこの「転石苔を生ぜず」の諺がどのように使われ，解釈されているかにつ
いては明らかではないので，調査した上で明らかにしていきたいと考えている．
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